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京田辺市女性交流支援ルーム

講演会申込み・問合わせ先 ： 京田辺市女性交流支援ルーム ℡ 65-3709

「パートナーの言葉や態度に傷ついたことはありませんか？」

～心地よい関係をめざして～

（平日：午前１０時～午後６時）

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

《 啓発パネル展 》「 夫婦・恋人間の暴力 」について

暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、

配偶者等からの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアルハラスメント等

女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で

克服すべき重要な課題です。この運動を一つの機会ととらえ、京田辺市は、京都府田辺警察署との共同

主催で、各種関係団体との連携、協力のもと、社会の意識啓発など、女性に対する暴力の問題に関する

取組を一層強化することを目的に実施します。

◎日 時 ： 令和５年１１月２0日（月）午後２時３０分～４時 参加無料

◎場 所 ： 京田辺市コミュニティホール

◎定 員 ： ３０名【 要予約・ 先着順 ： 11月８日(水）～申込開始 】

◎託 児 ： あり、無料先着3名 【生後６か月～就学前。申込期限：１１月１４日（火）】

◎実施期間 ： １１月１３日（月）～１１月２４日（金）（土日・祝日除く）

◎場 所 ： 京田辺市役所２階ロビー および 女性交流支援ルーム

《 啓発講演会 》

講 師：井山 里美さん （NPO法人女性と子どものエンパワメント関西 事務局長）

11月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」週間です

《 街頭啓発 》 ◎日 時 ： １１月１３日（月）午後６時～６時３０分

◎場 所 ： 近鉄新田辺駅前周辺

令和４年度「女性の相談室」の相談件数は３４７件で
した。主な相談の内容は「夫婦関係」に関する相談が
最も多く、次に「親子・家庭」 、「こころ」 となっています。

「女性の相談室」では、夫婦の問題、子育て、女性に
対する暴力（ドメスティック・バイオレンス、セクシュア
ル・ハラスメントなど）等、女性が生きていく中でのさま
ざまな悩みをお聴きし、あなたとともに考え、次の一歩
を踏み出すためのお手伝いをします。

ひとりで悩まず、ご相談ください。

令和４年度 「女性の相談室」 主訴別相談件数について



京都府女性の船は、船を活用した研修でコロナ禍により４年ぶりの実施となり、女性が地域や
職場で活躍するために地域・職場の身近な課題について共に学び、仲間づくりをするために京都
府が実施している研修です。令和５年６月２日～５日、「第４１回京都府女性の船」に京田辺市か
ら２名の方が参加されました。今回は、嘉島明子さんに研修の感想と今後の抱負についてお聞き
しました。

さまざまな分野における男女共同参画を推進するため、
性別にとらわれず個性を発揮し、活躍している人を紹介します。
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堀井 聡太（ほりい そうた）さん

女性の船での研修、学びは本当に有意義でした。台
風対応のため乗船されなかった府知事のリモートによる
講演は京都愛にあふれ、参加した皆と共に京都を盛り
上げるためにもっと頑張らねばという思いがわきました。
「食生活・食育」をテーマに班員との会話、学びは時

間が足りないくらい楽しく、あっという間の４日間でした。
スタッフの方々のサポートも細やかで、一生の思い出、
友ができたことを心から感謝致します。
（左写真は、付箋を使ったグループワークの発表資料）



情報ライブラリーでは、各種情報や資料を収集し、男女共同参画に関する図書、
DVDの貸し出しをしています。その一部をご紹介します。お気に入りの一冊が見
つかるといいですね。

ＤＶＤ

・からだ・こころ ・生き方

・家族・子育て ・仕事

・暴力（ＤＶ・性暴力など）

・男女共同参画・女性学・男性学

・絵本・シリーズもの など

図書はこのように
分類して所蔵して
います。

初めての方は「貸出券」をお作りします。
借りたい図書・ＤＶＤ等を交流スペースにお持
ちください。
ぜひ手にとってご覧ください。

貸出券→→

京田辺市
女性交流支援ルーム
「女性の相談室」
専用ダイヤル

受付時間
月曜日～金曜日

午前10時～ 正午
午後 １時～ ５時

ひとりで悩んでいませんか？女性の相談室では、女性の抱える悩みの解決に向けて、専門相談（フェミ
ニスト・カウンセリング）や法律相談を下記のとおり行い、女性のカウンセラーや弁護士などが丁寧に
お話を伺います。

１１月２４日（金）北部住民センター
１月２６日（金）南部まちづくりセンター

①１０：００～ ②１１：００～ ③１２：００～

▷ 出張専門相談（１１月、１月）

ご利用にあたり、予約が必要ですので、「女性の相談室」にお電話ください。料金は無料です。

▷ 専門相談 場所 女性交流支援ルーム
１１月 ２日（木）・11月１６日（木）
１２月 ７日（木）・１２月２１日（木） ・ １２月２２日（金）

１月 １２日（金）・ １月１８日（木）

▷ 法律相談 場所 女性交流支援ルーム

１１月２２日（水）・１２月２７日（水）・１月２４日（水）

本

『 大統領の料理人』

監督 クリスチャン・ヴァンサン
出演 カトリーヌ・フロ 他

片田舎で小さなレストランを営むオ
ルタンスが、スカウトされ連れて来ら
れた新しい勤務先はエリゼ宮。そこは
なんと、フランス大統領官邸のプライ
ベートキッチンだった。堅苦しいメニュ
ー、規律に縛られた食事スタイル、そ
して嫉妬うずまく官邸料理人たちの
中で、彼女が作り出すのは〈美味し
い〉の本当の意味を追求した料理の
数々。やがて大統領のお皿に食べ残
しがなくなってきたある日、彼女に直
接声をかけてきた大統領の口から意
外な話が飛び出す・・・。

『 法律・お金・経営のプロが教える女性の
ための「起業の教科書」 』

豊増 さくら (編著)

何から始めればいいの？手続きは難しくな
いの？お金はどれくらい必要？家事や育児と
両立できる？本当に稼げるの？「知っていれ
ばよかった・・・」と、後悔しないためのノウハ
ウがいっぱい！あなたの不安や悩みを解消し
ます。

マンガ古典文学 『古事記 （上）・（下） 』

里中 満智子

712年（奈良時代）に成立した、歴史書
「古事記」の原典は、漢字だけで書かれて
いるため、現代人が読むのは一苦労です
が、本作品はマンガで描かれているため決
して難しいものではありません。まずはマン
ガで「神々の物語」に挑戦してみませんか
？

①１３：３０～ ②１４：３０～ ③１５：３０～

①１３：３０～ ②１４：００～ ③１４：３０～



図書等を借りることができます！

市内在住・通勤・通学の方なら、どなたでも図
書等を借りることができます。
図書は、お一人２冊２週間まで
ビデオ（ＤＶＤ）は、お一人１本１週間まで

開室日 月曜日～金曜日

開室時間 午前１０時から午後６時まで

休室日 土・日・祝日 年末年始

アル・プラザ京田辺休業日

アクセス ＪＲ 京田辺駅すぐ

近鉄 新田辺駅 徒歩５分

（アル・プラザ京田辺２階）
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京田辺市 市民部 人権啓発推進課

京田辺市女性交流支援ルーム「ポケット」

TEL/FAX 0774-65-3709（直通）

〈相談専用〉TEL 0774-65-3727

アル･プラザ
平面図

こちらが
女性交流支援ルーム
「ポケット」です。２
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・靴下

「女性の相談室」（すべて女性がお聴きします）

女性が生きていく中でのさまざまな悩みをお聴きし、あなたとともに考え、次の一歩を踏み出す
ためのお手伝いをします。一人で悩まず、安心して、ご相談ください。秘密は厳守します。

一般相談（予約不要）

月曜日～金曜日

午前1０時～正午
午後 １時～５時

専門相談（要予約）
（フェミニスト・カウンセリング）

毎月第1・3木曜日
奇数月第１水曜日
午後1時30分～4時30分

法律相談（要予約）

毎月第4水曜日

(祝日の場合は第３水曜日)
午後1時30分～3時

受付時間
月曜日～金曜日
午前10時～午後5時

「女性の相談室」
専用ダイヤル

料金は無料です。まずはお電話ください。

情報ライブラリー 交流スペース

市民のみなさんの交流の場等に

ご利用できます！

情報ボックスのご利用については、登録が必要
になります。
※団体やグループでの利用について、くわしく
は女性交流支援ルームにお問い合わせください。※くわしくは女性交流支援ルームにお問い合わ

せください。


